





































































KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.32)
が主導権を握り、一般に今日の映画から期待できるのは、従来の芸術観に対する革命
的批判の推進ということになる。
結果として、映画俳優における、アウラは消滅するに至る。しかし、今日、映画は
ビデオによって大衆化され、各人が独自の時・場所で鑑賞される。ここのおいても、
総体としてのアウラを認めることができる。
更に、彼は、次の事にも触れている。
画家は、仕事をしている時、外界との自然な距離を観察する。カメラマンはこれに
反して、外界の構造の中へ深く侵入する。両者がそこから取り出してくる影像は、全
く異なったものである。画家のつくる影像はトータルな影像である。カメラマンのつ
くる影像は、ばらばらに寸断された影像で、それは後から新たな法則に従って合成され
る。芸術作品の複製技術は、芸術に対する大衆の関係を変化させている。まさしく多
くの人々は、ピカソに対して、保守的な態度を示すが、チャップリンに対しては、進歩
的な態度をとる。映画館内における観客の反応の表現は、そのまま、観客のセルフ・
コントロールである。映画の特徴は、人間がカメラに向かって自己を表現するしかた
にみられるだけではなく、カメラの力をかりて周囲の世界を表現するしかたにもみら
れる。物質の全く新しい構造をあらわにしている。絵画は、観る人に十分思考させ、
独自の境地に至る。映画の場合は、それは不可能である。眼がシーンを捉えるや否や、
それはすでに変化している。結局、捕らえることはできない。芸術作品にたいする受
け手の側の、これまでのさまざまな態度が、現在、新たに生まれかわる母胎は、まさに、
大衆である。
これらのことは、まさに、視点を変えると、受け手である大衆が自らの立場におい
て、新たなアウラを自らに創出していると言えるのではないでしょうか。
各人が、作品を自らのものに多様化し昇華させ、独自の時・場所において、総体
として、第二次的なアウラを創出するに至る。この意味において、現代における新た
なアウラの創出が認められる。言わば、アウラの大衆化とも言うべきものではないで
しょうか。
更に、例えて言えば、作者と読者の境がなくなりつつあると言えるものであり、大
量の複製を前提とし、受け手側において、新たなアウラが形成されつつある。言わば、
我々は二次情報による大衆創出・大衆作者化の路線上に位置しているのである。
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